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	日　時：平成２６年２月２８日（金）10:00～16:15
	場　所：タワ－ホ－ル船堀　5階「小ホ－ル」（総合区民ホール）
	テ－マ：「福島原発事故後から求められる医療関係者の放射線教育とは」
	趣　旨：東京電力福島第一原発事故後の反省から、放射線教育の重要性と実施する上での多くの課題が山積しています。特に医療従事者は、人の生命・身体・精神の根幹に係り、その専門的な知識を使うことへの責任があります。しかし、医師、看護師、保健師などの医療従事者への放射線教育は、学校教育から専門資格の卒前・卒後教育において殆ど実施されていない状況があります。
	今回、放射線災害の反省から医療関係者に求められる放射線教育について、学校教育、医療職教育、社会教育等の多くの立場から、現状の問題を整理し、今後の対応について活発に討議します。
	（プログラム）
	Fax：03－5978－6434　TEL:03－5978-6433(月・水・金のみ)
	E-mail：jarpm@chive.ocn.ne.jp

